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地域に感謝する

前浜小学校 校長 櫻 井 和 宏

○・自分から積極的にいろいろなことに取り組む ・あきらめずに何でもやる

○・算数の説明ができるようになった ・上手に話せるようになった

・大きな声で発表できるようになった ・字が上手く書けるようになった

・自学をする ・漢字を覚える力

○・みんなのことを考えてジャンバーとかを持ってこられるようになった

・１年生に親切にする ・みんなのことを考えていろいろ教えている

・周りの人がいい気持ちになれるあいさつができるようになった

・地域の人に進んで挨拶をする ・次の準備をしてから遊びに行けるようになった

これらは，小学生一人一人が，この一年の中で「自分が成長したこと，自分の良さ」の中で

１番良かったことを，２学期終業式で発表した内容です。

そして，新しい年が明けた始業式で，「皆さんがこんなにも成長できたのは，自分の力だけ

ではなく，たくさんの方々の助け・力をもらったからです。人から助け・力をもらったわけだ

から，それに対し，しっかりと恩返し，感謝の気持ちを伝えてほしい。」という話をしました。

その実践の場の一つが，１月末に行った「感謝のおにぎり会」です。

お世話になった皆さんに案内状を差し上げたところ，当日は，

２０名以上もの方が参加してくださいました。田植え，稲刈り

等の米作りに力を貸してくださる皆様，漁師体験，郷土料理，

トキ，佐渡おけさ等の総合学習や書き初め等を教えてくださる

先生方，日常的に子どもたちの安全を確保してくださる駐在さ

んや，スクールバスの運転手さん等々，学校を支えてくださる

皆様方です。

子どもたちは，そうそうたる顔ぶれの皆さんに，感謝の気持

ちを伝えます。汗を流して準備した「おにぎり」と「おおびら

汁」を召し上がっていただき，学習発表や感謝状の贈呈でお世

話になった方をもてなし，一人一人が真心を込めて感謝の気持

ちを伝えました。参加された皆さんからは，拍手喝采の嵐をい

ただきました。

前浜の小中学生は，本当にいい子どもたちです。なぜいい子なのか？

それは，保護者を含めた地域がいいからです。子どもを育てる一番の根底は，家庭・地域で

す。我々学校は，そのお手伝いを少々させてもらっているわけです。

ぜひこの子どもたちが，益々健やかに成長し，自分らしさを十分発揮できるよう，平成最後

となる今年もお力添えをお願いいたします。

さる１月１８日（金），平成31年度生徒会役員 決意発表会が行われました。来年度の生徒

会活動について，５名の生徒がそれぞれの決意を語りました。

○ メリハリのある学校にする。毎日みんなが笑顔で過ごしながら，

部活動や委員会に集中して取り組む。

生徒会長 ○ 運動会や文化祭の準備は生徒会本部だけでなく，全校で取り組

Ｕ・Ａさん むようにする。全員でアイディアを出し，役割を分担する。

○ 小学生とかかわる機会を多く設定し，いろいろなことを伝えて

いく。そのために小学生と遊ぶ機会をつくる。

○ 前浜中学校を他の中学校の手本となるようにする。そのために

次のような全校生徒を目指す。

生徒会副会長 １．挨拶，返事，正しい言葉遣いのできる礼儀正しい生徒

Ｋ・Ｎさん ２．率先して行動できる生徒

３．整理整頓や正しい身だしなみを心がける生徒

○ 全校生徒が親しく活動に取り組める関係を築く。

○ 前浜中学校を礼儀正しく活動的な学校，困っている人に手を差

し伸べ協力していける学校にする。

生徒会庶務 ○ 挨拶や諸活動の準備・後始末がスムーズにできるよう，様々な

Ｍ・Ｙさん 場面で全校生徒に声かけをしていく。

○ 自ら大きな声で挨拶をしたり，活動に参加していったりするこ

とで，庶務として範を示す。

○ 教室の整理整頓を呼びかけ，気持ちよく過ごせる学校づくりを

目指す。

生活委員長 ○ 挨拶のきちんとできる学校にする。そのために，心のこもった

Ｍ・Ｍさん ハッキリ聞き取りやすい声で挨拶し，全校に広めていく。

○ 気付いたらすぐに行動に移すよう心がける。中学生だけでなく，

小学生や先生方が困っていたら，声をかけ手助けする。

○ ＪＲＣトレセンで学んだ「気付き，考え，行動する」の精神を，

前浜中学校での取組で生かせるようにしていく。

ＪＲＣ委員長 ○ 今年度，自分から様々な提案をし，行動するよう意識してきた。

Ｋ・Ｈさん 来年度は活動を通して，全校生徒にもその意識を広めていく。

○ コミュニケーションを深め，相互理解のできる活動を企画し，

アンケート等で成果や意識の変化を評価していく。



【感謝のおにぎり会】1月25日（金）

１月２５日（金）に，様々な学習や体験活動でお世話になった方々や保護者の皆さんをお招

きし，感謝のおにぎり会を開催しました。当日は，保護者ボランティアの方の協力のもと，全

校児童が協力しておにぎりや郷土料理「おおびら汁」を作り，準備を整えました。そして，い

よいよ開演！盛大な拍手でお客様をお迎えし，みんなで楽しい会食会となりました。手作りの

おにぎりをほお張りながら，お世話になった皆さんと嬉しそうに歓談する子どもたちの表情が

とても印象的でした。子どもたち全員がお米づくりを通して学んだことや感想を発表した後，

お世話になった皆さん一人一人に感謝のことばと感謝状を贈り，終了となりました。ご多用の

中，たくさんのお客様や保護者の皆さんにご参加いただき，大変ありがとうございました。

１月３１日（木）

近年，日本各地で大きな地震が起き，甚大な被害を及ぼしています。現代においても予測が

難しい地震は，いつ何時襲ってきてもおかしくありません。

そこで前浜小中学校においても，地震を想定した避難訓練を行いました。突然起きた場合に

各自が状況判断して身を守れるよう，授業時間ではなくお昼休みに実施しました。前述の趣旨

から，緊急時の行動について事前指導は行いましたが，詳しい日時については児童生徒には伝

えませんでした。

「訓練，訓練……」の放送でスタートです。どの児童生徒も瞬時に私語を止め，緊急放送に

耳を傾けていました。放送終了後，体育館にいた児童生徒はすぐ低い姿勢になり，手で頭をガ

ードしていました。教室にいた児童生徒はすぐ机の下に身を隠しました。その後，指示に従っ

て避難場所に速やかに移動しました。

集合場所で，永野教諭から避難の様子について話がありました。どの児童生徒も状況を判断

し，真剣に訓練に取り組んでいたようです。続いて櫻井校長が「訓練でできないことは本当の

災害時にもできません。訓練で真剣に取

り組むことが命を救うことです。」と話

しました。実際に地震があっては困るの

ですが，いざという時のために，日頃か

らこうした気持ちを忘れないでほしいと

思います。

１月８日（火）
１月８日（火），新年の伝統行事 校内書き初め大会を行いました。この日に向け，授業で

学んだことを心掛けて，冬休み中も練習に励んできました。そしていざ本番。子どもたちは一

筆一筆気持ちを込めて書いていました。手本をよく見て，だれ一人として声を出さず真剣に書

に向き合う姿は，とても凜々しかったです。子どもたちみんなが，新年のスタートにふさわし

い自信作を書き上げることができました。

１月１７日（木）
暖冬による雪不足により，実施が心配されたスキー体験でしたが，子どもたちの強い願いが

かない，無事開催することができました。会場の平スキー場に着くと，辺り一面白銀の世界。

子どもたちみんなが笑顔をキラキラ輝かせていました。スキー体験では，上学年・下学年に分

かれ，佐渡スキー協会の方から教えていただきました。子どもたちは，最初にスキー靴・板の

脱着や板の運び方，基本の動きなどを教わった後，コースでスキー体験を行いました。最初は

恐る恐る滑ったり，何度も尻もちをついたりしていた子どもたちでしたが，練習を重ねるうち

にめきめきと上達していきました。

スキー体験はもちろん，休憩時間には雪合戦などを楽しみ，冬の自然を十分に満喫した一日

となりました。


